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平成27年度の状況として、市税の伸び悩みが見込まれる中、普通交付
税においても合併算定替終了による段階的減少が始まりますが、基準財
政需要額の伸びにより、普通交付税は結果的に増額が見込まれるほか、
地方消費税交付金の増加により、歳入における一般財源総額は、対前年
度比で、ほぼ横ばいの状況と予測されます。歳出につきましては、これ
までの投資的経費の抑制により公債費が減少傾向にあり、一定の行財政
改革の効果が見込まれる一方、少子高齢化対策に伴う扶助費や下水道・
介護保険・国民健康保険等の特別会計への繰出金は増加傾向にありま
す。

予算編成にあたりましては、担当部局の創意工夫による経費の節減と

行財政改革による義務的経費圧縮により、政策的経費の財源確保を図り

ました。また、施策の推進にあたりましては、事業の「選択と集中」及

び財源の有効活用を徹底し、健全財政の堅持に努めたところです。

政策的施策につきましては、防災・減災・消防力の強化など、安心・
安全な地域社会の基盤づくりに引き続き取り組むとともに、各福祉計画
に基づく諸施策の推進、地域医療の充実、都市基盤の整備、学校教育の
充実、本市誕生１０周年記念事業の実施、文化・スポーツによるまちづ
くりなど、子どもから高齢者まで、多世代がともに住み良さを実感でき
る施策の展開を図ることとしています。

また、喫緊の課題である地方創生につきましては、総合戦略を策定の
上、今後、魅力と活力を生み出す施策の推進に取り組むこととしており
ますが、まずは、住み良さなど、本市の魅力を全国に発信する移住促進
ビデオを作成いたします。

最後に、合併特例債を活用した事業につきましては、厚狭地区複合施

設の整備のほか、新たに新火葬場及び学校給食共同調理場の建設に着手

して参ります。

予算の執行に際しては、「最小の経費で最大の効果を挙げる」という

理念に基づき、職員一同、努力してまいりますので、市民の皆さんのご

理解とご協力をよろしくお願いいたします。

山陽小野田市長　白　井　博　文   

Ⅰ 一般会計予算編成方針Ⅰ 一般会計予算編成方針
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【予算編成の概念図】

視点
妥当性

効率性

有効性

《将来都市像》

人と出会い 支え合い 自然とふれあう
活力ある 住み良さ創造都市

～子どもからお年寄りまで安心して住み続けられる心豊かなまちを目指して～

平成27年度予算

第一次山陽小野田市総合計画

個別計画

行政改革大綱

重点戦略へ
の貢献度

６つの評価項目による行政評価

計画性 環境要因 合意形成緊急性
市民サービ

スの公平性
財源対策

にぎわいと活力に
みちたまちづくり

人が輝く心豊かな
まちづくり

うるおいのある
快適なまちづくり

市民が主役の
まちづくり

暮らしの
安心・安全を
守るまちづくり

5つの
基本目標

病院改革プラン

財政計画等

自治体関与

の妥当性

目的の

妥当性

対象の

妥当性

コスト

効率

実施主体

の適正化

負担割合

の適正化

目標

達成度

類似事業

の存在

上位施策へ

の貢献度

妥当性 効率性 有効性

３つの視点と９つの評価項目による行政評価
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対前年度
増 減 率
（ ％ ）

248 億 500 万 円 282 億 8,640 万 円 ▲ 12.3

3,958 万 2 千円 3,615 万 9 千円 9.5

83 億 9,886 万 5 千円 75 億 3,709 万 2 千円 11.4

58億 8,579 万 1 千円 57億 3,538 万 8 千円 2.6

9 億 9,762 万 2 千円 9 億 5,728 万 3 千円 4.2

1,525 万 2 千円 1,544 万 8 千円 ▲ 1.3

30 億 3,817 万 3 千円 29 億 4,158 万 7 千円 3.3

8,486 万 3 千円 8,451 万 5 千円 0.4

84 億 3,001 万 2 千円 83 億 4,011 万 1 千円 1.1

268 億 9,016 万 円 256 億 4,758 万 3 千円 4.8

29 億 4,887 万 2 千円 29 億 5,143 万 千円 ▲ 0.1

3 億 7,081 万 2 千円 3 億 5,863 万 6 千円 3.4

47 億 4,037 万 3 千円 106 億 1,625 万 7 千円 ▲ 55.3

80 億 6,005 万 7 千円 139 億 2,632 万 3 千円 ▲ 42.1

597 億 5,521 万 7 千円 678 億 6,030 万 6 千円 ▲ 11.9

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

地方卸売市場事業特別会計

総 予 算 額

下 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

小型自動車競走事業特別会計

（特別会計の計）

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

（公営企業会計の計）

会　　　計　　　名
平成27年度

予算額
平成26年度

予算額

一 般 会 計

特
　
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
計

Ⅱ 一般会計及び特別会計等の予算総額
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（単位：千円）

予算額 73,641

国県支出金 38,819

その他 600

一般財源 34,222

（単位：千円）

予算額 10,543

一般財源 10,543

（単位：千円）

予算額 987

一般財源 987

第１章　暮らしの安心・安全を守るまちづくり

　○安心して子どもを生み育てることができる環境づくり

　○高齢者、障がい者が安心して自立できる環境づくり

　○生涯を通じた健康づくり、地域医療体制の整備

　○市民が安心して暮らせる環境づくり

※新制度開始に伴う事業費の増減分に
ついて計上しています。

Ⅲ 総合計画に基づいた主要事業

■総合防災訓練事業

災害発生時の市、防災関係機関、市民のそれぞれが

とるべき行動を想定した実働訓練を行います。本年度

は市民1,000人の参加を予定しています。

■子ども・子育て支援新制度関連事業

子ども・子育て支援新制度の実施に伴い、保育所運

営費の増額や新制度に移行する私立幼稚園に対する施

設型給付の支給などを行います。

■多子世帯応援保育料等軽減事業

３人以上子どものいる多子世帯の第３子以降の保育園・幼稚園等の保育料

を全額軽減または半額軽減します。

○保育園等：保育料軽減額 歳入▲30,280千円(県1/2補助15,140千円)

○幼稚園 ：保育料助成額 歳出 4,000千円(県1/2補助2,000千円)

■子ども医療費助成事業

本市独自の子育て支援策として、小学校1～3年生の

保険適用医療費の自己負担分（3割負担）のうち1割を

助成します。

新規

新規

新規

継続
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（単位：千円）

予算額 67,423

国県支出金 53,332

一般財源 14,091

（単位：千円）

予算額 9,687

その他 1,800

一般財源 7,887

（単位：千円）

予算額 20,000

国県支出金 11,000

市債 8,100

一般財源 900

（単位：千円）

予算額 242,479

国県支出金 82,309

市債 158,300

一般財源 1,870

（単位：千円）

予算額 14,000

市債 10,500

一般財源 3,500

■消防力充実強化事業

市民の安心安全確保のため、消防施設の充実と消防

団の装備の改善を図り、消防力の強化に努めます。

○宇部・山陽小野田消防組合

・高規格救急自動車、連絡車、防火衣等の更新

○消防団

・消防救急デジタル無線整備

・消防ポンプ自動車、小型動力ポンプの更新

・厚狭分団車庫整備

・安全装備品整備

■防犯外灯助成事業

地域における防犯環境を整備し、安全で安心なまち

づくりを推進するため、自治会等が設置する防犯外灯

のＬＥＤ化を促進する助成事業を実施します。

■通学路安全対策事業

道路管理者と学校・保護者・警察等が連携して行っ

た合同点検をもとに、要対策箇所の整備を計画的に行

い、通学路の安全を守ります。

■学校施設非構造部材
耐震化事業

小・中学校の屋内運動場等に

取り付けてある吊り天井や照明

器具等が地震で落下し、被害が

出ることを防ぐため、屋内運動

場等の耐震化を計画的に進めま

す。

■東下津地区内水対策事業

狭間川内水対策の基本計画に基づき、既存の排水機場

を活用した実施設計を行います。

新規

継続

継続

継続

継続
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（単位：千円）

予算額 5,722

一般財源 5,722

（単位：千円）

予算額 13,337

国県支出金 9,792

一般財源 3,545

（単位：千円）

予算額 131,057

国県支出金 131,057

一般財源 0

※２つの給付金の合計

（単位：千円）

予算額 12,312

国県支出金 8,208

一般財源 4,104

（単位：千円）

予算額 115,533

国県支出金 86,649

一般財源 28,884

（単位：千円）

予算額 23,400

国県支出金 11,700

一般財源 11,700

※一般会計繰出（国保・
介護の合計）

■全国健康福祉祭やまぐち大会
（ねんりんピック）開催事業

平成27年10月に第28回全国健康福祉祭やまぐち
大会（ねんりんピック）が開催されます。本市は、
おのだサッカー交流公園においてサッカー交流大会
を実施します。

■生活困窮者自立支援事業

平成２７年度から施行される生活困窮者自立支援法に基

づき、生活困窮者に対して、自立相談支援事業・就労準備

支援事業の実施及び住居確保給付金の支給を行います。

■臨時福祉給付金給付事業
■子育て世帯臨時特例給付金給付事業

消費税率引上げによる影響を緩和するため、低所得者

や子育て世帯に対して臨時福祉給付金及び子育て世帯臨

時特例給付金の支給を引き続き行います。

■高千帆地区浸水対策事業
-下水道事業特別会計-

高千帆地区の浸水対策を本格的に実施するため、雨水ポ
ンプ場の検討と事業計画の変更を行います。

■医療提供体制設備整備事業

二次救急医療機関の診療機能として必要な医療機器の購

入に対して補助金を交付します。

新規

継続

新規

継続

継続

継続

新規

■国民健康保険･介護保険低所得者保険料軽減事業
-国民健康保険特別会計、介護保険特別会計-

社会保障の充実を図るため、国民健康保険の保険料軽

減世帯を拡大するとともに保険者の財政支援を拡充し、

介護保険についても１号保険料の低所得者軽減強化を行

います。
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（単位：千円）

予算額 490,171

市債 429,700

その他 15,000

一般財源 45,471

（単位：千円）

予算額 831

一般財源 831

（単位：千円）

予算額 79,455

国県支出金 49,621

一般財源 29,834

（単位：千円）

予算額 3,241

一般財源 3,241

第２章　市民が主役のまちづくり

　○市民が主役の地域づくり

　○人権尊重のまちづくり、男女共同参画社会の形成

　○効率的で、健全な行財政基盤づくり

■厚狭地区複合施設整備事業

合併特例債を活用し、厚狭地区に総合事務所、公

民館、図書館機能を備えた複合施設を建設します。

平成２８年２月のオープンを予定しています。

【事業概要】

○事業年度：平成２４年度～平成２８年度

○総事業費：約１５億６千万円

○構造：（主棟）鉄筋コンクリート造 地上２階

（体育館棟）鉄骨造 地上１階

○延床面積：約２，９４０㎡

■第二次総合計画策定事業

平成29年度に策定予定の第二次山陽小野田市総合計

画の策定作業に着手します。平成27年度は市民アン

ケート調査の実施などに取り組みます。

新規

継続

■社会保障・税番号制度情報システム対応事業
■通知カード・個人番号カード関連事務委任事業

社会保障・税番号制度の導入に伴い、社会保障・税

番号制度に対応した情報システムの構築を行います。

また、通知カードの発送や個人番号カードの発行等

の関連業務を地方公共団体情報システム機構に委任し

て行います。

■市議会中継設備等更新事業

議場中継システムの更新とＵstream(ユーストリーム

／動画共有サービス)を活用した委員会ライブ中継の開

始により、市民への情報提供の更なる充実を図ります。

新規

継続

新規
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（単位：千円）

予算額 12,003

市債 11,400

一般財源 603

（単位：千円）

予算額 500

一般財源 500

（単位：千円）

予算額 1,250

一般財源 1,250

（単位：千円）

予算額 7,311

その他 1,337

一般財源 5,974

第３章　うるおいのある快適なまちづくり

　○自然環境の保全と活用

　○誰もが快適に暮らせるまちづくり

　○資源循環型社会のまちづくり

■新火葬場建設事業

合併特例債を活用して、小野田・山陽両斎場を統合

し、新しい施設を建設します。平成27年度は都市計画

決定および用地取得を行います。

■ＪＲ小野田線１００周年記念事業

ＪＲ小野田線開業100年を記念して、ＪＲ小野田線

100周年記念事業を行い、小野田線の歴史を振り返る

とともに、利用啓発を図ります。

継続

新規

■地域公共交通網形成計画策定支援事業

公共交通網の再構築をはじめとする交通ネットワー

ク形成を図るため、地域公共交通会議による「地域公

共交通網形成計画」の策定を支援することにより、効

果的な地域公共交通を形成します。

■デマンド型交通運営事業

厚狭北部地域の移動手段を確保するため、タ

クシー業者に委託し、デマンド型交通を運行し

ます。

継続

新規
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（単位：千円）

予算額 41,300

一般財源 41,300

（単位：千円）

予算額 20,000

国県支出金 18,000

一般財源 2,000

（単位：千円）

予算額 19,661

国県支出金 7,890

市債 7,100

一般財源 4,671

（単位：千円）

予算額 10,000

一般財源 10,000

■小規模土木事業

自治会に公共性の高い道路や水路の改良整備費を助

成する小規模土木事業の進捗を早め、生活環境の早期

の改善を図ります。

■都市公園施設整備事業

公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化した公園施

設のうち重要度・利用度の高い施設の計画的な更新・

修繕を行います。

・浜河内緑地公園トイレ改修工事に

伴う調査設計

・小野田中央公園体育館屋根改修工事

・物見山公園フェンス改修工事ほか

■住宅リフォーム資金助成事業

市内に住所を有する者が既存住宅の改修工事を行う

場合に、住宅リフォーム資金を助成します。

継続

継続

■市道舗装等リフレッシュ事業

切削オーバーレイ工事や連続照明の更新により、

幹線市道の安全性、耐久性を向上させます。

市道栄町六十番線 Ｌ＝400ｍ

継続

新規
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（単位：千円）

予算額 5,000

一般財源 5,000

（単位：千円）

予算額 13,102

一般財源 13,102

（単位：千円）

予算額 10,044

国県支出金 5,022

その他 5,000

一般財源 22

第４章　にぎわいと活力にみちたまちづくり

　○多様な働く場の確保

　○魅力と活力ある産業の振興

　○活気にみちた往来の盛んなまちの基盤づくり

■転入奨励金交付事業

定住人口の増加による市の活性化を目的として、転

入して住宅を取得した方に対して、取得した住宅の家

屋部分の固定資産税相当額を転入奨励金として交付し

ます。

継続

■移住用プロモーションビデオ作成事業

国が開設する、地方への移住促進のための総合的な

情報を集約したポータルサイト「全国移住ナビ(仮称)」

に掲載するプロモーションビデオを作成します。

■コンパクトなまちづくりモデル事業

山口県の「コンパクトなまちづくりモデル事業」に

選定された厚狭駅南部地区区画整理地区内において、

民間活力を活用し、「コーポラティブ方式」の手法に

より、有効なコミュニティを形成する住みよい地域づ

くりを行います。

継続

新規
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（単位：千円）

予算額 1,154

一般財源 1,154

（単位：千円）

予算額 156,359

一般財源 156,359

（単位：千円）

予算額 342

一般財源 342

（単位：千円）

予算額 1,300

一般財源 1,300

■工場設置奨励事業

◎用地取得奨励金
小野田・楠企業団地の用地を取得し、工場を新設し

た企業に対して用地取得費用の４０％を補助します。

◎工場設置奨励金
市内に工場を新増設等する企業の投下固定資産に対

する固定資産税の一部相当額分を３年間補助します。

新規

継続

■観光推進事業

◎観光情報の発信やイベントの推進などを通じて、

観光の魅力向上、交流人口の増加を図ります。

・観光情報発信事業

・名産品推奨事業 などを実施

◎ねんりんピックなどのイベントの参加者等に配布

するための観光パンフレットを増刷します。

継続

■地域通貨導入事業

介護ボランティア（いきいき介護サポーター）事業

におけるボランティア登録者のうち、交付転換金分及

び転換金の上限を超えたポイント分を地域通貨で発行

できるようにし、本市の商業・サービス業の活性化を

図ります。

■小野田駅前土地区画整理区域整備事業

小野田駅前土地区画整理事業の未施行区域における

代替事業を本格的に実施するため、住民合意に基づい

た計画を策定し、駅前地区の良好な市街地形成を図り

ます。

継続

新規
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（単位：千円）

予算額 143,424

市債 126,600

一般財源 16,824

（単位：千円）

予算額 2,784

一般財源 2,784

（単位：千円）

予算額 4,800

一般財源 4,800

（単位：千円）

予算額 2,478

一般財源 2,478

（単位：千円）

予算額 34,057

一般財源 34,057

第５章　人が輝く心豊かなまちづくり

　○意欲のある人づくり

　○家庭や地域社会の教育力の向上

　○多彩な芸術文化とスポーツの振興

■学校給食共同調理場建設事業

現在の給食施設が抱える衛生面、老朽化の課題を解決

する、学校給食衛生管理基準に適合した新しい共同調理

場を建設するため、用地取得や工事に向けた基本・実施

設計などを行います。

■学校司書配置事業

市内の小・中学校全校に学校司書を配置し、学校図書

館が持つ情報センターや学習センターとしての機能を強

化するとともに、児童生徒の読書の習慣化と学校図書館

の利用促進を図ります。

■小学校タブレット端末整備事業

国の「教育のＩＴ化に向けた環境整備４か年計

画」に基づき、ＩＴ化に即した多用な授業を展開し

ていくため、市内全小学校のパソコン教室にタブ

レット端末を整備します。

新規

新規

■英語教育推進事業

外国語指導助手(ＡＬＴ)の配置体制の見直しにより、学

校への配置日数を増やし、長期的な視点に立った英語教育

を推進することで、児童生徒の英語力の向上を図ります。

継続

■知的障害特別支援学級設置事業

小野田地区の小・中学校に新たに知的障害特別支援学

級を設置することに伴う教室改修や教材備品等の整備を

行います。

継続

新規
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（単位：千円）

予算額 2,174

その他 2,174

一般財源 0

（単位：千円）

予算額 8,617

その他 1,100

一般財源 7,517

（単位：千円）

予算額 4,520

その他 120

一般財源 4,400

（単位：千円）

予算額 1,761

一般財源 1,761

■山口東京理科大学公立化準備事業

山口東京理科大学の公立大学法人への移管及び薬学部

の設置に向けた事務を行います。

■世界ジャンボリー開催関連事業

平成27年7月28日～8月8日に山口市阿知須きらら

浜において実施される「世界ジャンボリー」期間中、

スカウトが県内全市を訪問するため、本市が企画する

「地域プログラム」を通じて交流事業を実施します。

■スポーツによるまちづくり事業

○スポーツ交流推進事業（レノファ山口）

レノファ山口の選手・監督による保育園や社会福祉施

設への訪問などを行い、スポーツによるまちづくりと市

民の一体感を醸成します。

○スポーツによるまちづくり市民フォーラム

著名なスポーツ選手や監督などによる市民フォーラム

を開催します。

○ふれあいスポーツ推進事業

市民ふれあいスポーツ大会や高校サッカーフェスティ

バル等の開催等を通じて、地域間交流を促します。

新規

新規

■文化によるまちづくり事業

○第６回現代ガラス展in山陽小野田

平成２７年７月４日からおのだサンパークにおいて、

第６回現代ガラス展in山陽小野田を開催します。

○絵画展

地元の画家に作品の発表の場を設けるとともに、市民

に芸術に触れる機会を提供します。

○歌ごえコンサート

「市民参加型コンサート」を実施します。

ゲスト；ボニージャックス

○展覧会事業

優れた俳優・演出家で、画家でもあった米倉斉加年氏

の遺作原画展を開催します。

○サンタクロース派遣事業

フィンランドから本場のサンタクロースを招き、市内

の子どもたちとの交流を図ります。

新規

新規

新規

新規

新規

新規

継続

継続
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事業名 事　業　内　容
事業費
(千円)

出張！なんでも鑑定団
人気番組「出張！なんでも鑑定団」の公開収録を本
市で行います。
【開催日】平成27年11月1日　【会場】文化会館

832

第６回ＳＯＳ健康フェ
スタ

第６回ＳＯＳ健康フェスタにおいて記念講演を実施
します。
【開催日】平成27年11月15日（予定）

30

ねんりんピック特別表
彰事業

全国健康福祉祭やまぐち大会（ねんりんピック）に
おいて、新市誕生10周年を記念した特別表彰式を行
います。

50

花いっぱい運動

広く市民にひまわりの種を無料配布し、採種した種
子を善意で返却していただくことで、１０周年後も
花を通じて市民のつながりを生み出し、次代の緑化
活動に繋げていきます。

108

ぐるーっと山陽小野田
ウォーク

合併10周年を迎える旧市町の風土、歴史、自然など
相互理解を深めるため、市内を３回に分けて「ぐ
るっーとウォーク」し、市民の一体感、郷土愛の醸
成を図ります。

150

特別展「幕末の女(ひ
と)と男(ひと)山陽小野
田編」

平成27年の大河ドラマ「花燃ゆ」の放送にあわせ
て、幕末・維新期に活躍した山陽小野田ゆかりの
人々にスポットを当てた特別展を行います。第1弾
「男たちの決意」（Ｈ27.6～）第2弾「もう一つの
花燃ゆ」（Ｈ27.9～）

950

ＮＨＫ公開番組
「のど自慢」

ＮＨＫの人気番組「ＮＨＫのど自慢」の公開番組を
本市で行います。
【開催日】平成27年11月22日　【会場】文化会館

260

セルゲイ・ナカリャコ
フ・リサイタル

新市誕生10周年を記念して、世界の一流アーティス
トによる華やかな雰囲気のクラシックコンサートを
実施します。
【開催日】平成27年7月5日(予定)【会場】文化会館

3,520

ＪＦＡこころのプロ
ジェクト「夢の教室」
事業

サッカー及び他種目の現役選手やＯＢ／ＯＧを夢先
生として中学校に派遣し、「夢教室」という授業を
行います。

3,083

実行委員会負担金
市民活動団体が実施する市民主催事業を支援するた
め、実行委員会に対して負担金を支出します。

1,230

10,213合　　計

■新市誕生１０周年記念事業

新市誕生から１０年の軌跡を振り返り、

将来に向かって市民一体となり、躍動感あ

ふれるまちづくりに繋がる各種記念事業を

実施します。
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　歳入については、税収の伸び悩みがあるものの、地方交付税や地方消費税交

付金の増等により、一般財源総額は、対前年比でほぼ横ばいの状況となりまし

た。また、国庫支出金や市債については、大型建設事業終了により大幅な減額

となりました。
　

　個人市民税については、個人所得の伸び悩みにより1.3％の減となり、法人市

民税については、地域経済回復の動きの鈍化と法人税割の税率引下げ等により

2.7％の減となりました。また、固定資産税については、新規設備投資に伴う償

却資産の増を見込むものの、地価下落傾向の継続による土地の減や評価替えに

よる家屋の減により0.2％の減となり、市税全体として1.0％の減となりまし

た。

　地方消費税交付金については、平成２６年４月からの地方消費税率引き上げ

の影響額の平年化により、全体として47.6％の増となりました。
　

　普通交付税については、地方消費税交付金の増等により基準財政収入額が増

となるものの、基準財政需要額においても、高齢者保健福祉費や保健衛生費等

の社会保障関連経費の増が見込まれるため、2.9％の増となりました。また、特

別交付税については、同額としており、全体として2.5％の増となりました。
　

　国庫負担金については、介護保険低所得者保険料軽減負担金の皆増や国民健

康保険基盤安定費、保育所運営費等により増となりました。また、国庫補助金

については、個人番号カード交付事業費補助金や学校施設環境改善交付金、地

域子ども・子育て支援事業費の皆増があるものの、循環型社会形成推進交付金

の減等により、全体として11.7％の減となりました。

　県負担金については、介護保険低所得者保険料軽減負担金の皆増や国民健康

保険基盤安定費、保育所運営費等により増となりました。県補助金について

は、多子世帯保育料等軽減事業費や多面的機能支払制度交付金等の増があった

ものの、延長保育促進基盤事業費、危険ため池整備事業等により減となりまし

た。また、県委託金については、国勢調査費等により増となり、全体として

2.2％の増となりました。

　普通建設事業債については、学校施設耐震化事業債の増加や合併特例債であ

る火葬場整備事業債、給食施設整備事業債の皆増があるものの、ごみ処理施設

整備事業債や病院建設出資債の皆減、厚狭地区複合施設整備事業債の減等によ

り、全体として58.2％の減となりました。

《市債》

＜歳入の状況＞

《市税》

《地方交付税》

《国庫支出金》

《県支出金》

《地方消費税交付金》

Ⅳ 歳入歳出の状況Ⅳ 歳入歳出の状況
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　歳出については、人件費や扶助費、繰出金が増となるものの、義務的経費全

体としては減となり、新ごみ処理施設整備事業や新病院建設出資事業といった

大型建設事業が終了したことにより普通建設事業費や投資及び出資金が大幅な

減となりました。

　人件費については、大型建設事業終了により普通建設事業に振り返られる事

業費支弁人件費の充当減に加え、国勢調査の調査員及び指導員報酬の増などに

より0.9％の増となりました。

　物件費については、地方創生や都市基盤整備に係る事業増のほか、社会保

障・税番号制度導入等によるシステム改修や新ごみ処理施設運転管理費、予防

接種委託料等の増により5.9％の増となりました。

　普通建設事業については、補助事業は、学校施設耐震化事業の増があるもの

の、新ごみ処理施設整備事業の終了により大幅な減となりました。単独事業に

おいても、学校給食共同調理場建設事業等の増があるものの、小野田浄化セン

ター基幹改修事業費の皆減、厚狭地区複合施設整備事業等により減となり、全

体として58.0％の減となりました。

　公債費については、過去の普通建設事業債等の償還額の減に加え、合併特例

債の一部償還終了に伴い、5.5％の減となりました。

　投資及び出資金については、新病院建設出資事業の終了により99.8％の減と

なりました。

　積立金については、財政調整基金積立金の減により76.8％の減となりまし

た。

　繰出金については、保険給付費等の伸びがある一方、低所得者の保険料軽減

や新たなサービスの推進など、社会保障の充実に伴い介護保険事業特別会計や

国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計への繰出金が増となりま

した。また、事業増により下水道事業特別会計への繰出金も増となっているた

め、全体として4.2％の増となりました。

＜歳出の状況＞

《人件費》

《物件費》

《投資的経費》

《積立金》

《投資及び出資金》

《繰出金》

《公債費》
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（単位：千円、％）

金　額 構成比 金　額 構成比 増減額 増減率

1 市 税 9,544,469 38.5 9,639,230 34.1 ▲ 94,761 ▲ 1.0

2 地 方 譲 与 税 207,000 0.8 214,000 0.8 ▲ 7,000 ▲ 3.3

3 利 子 割 交 付 金 21,000 0.1 29,000 0.1 ▲ 8,000 ▲ 27.6

4 配 当 割 交 付 金 11,000 0.0 11,000 0.0 0 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 8,000 0.0 8,000 0.0 0 0.0

6 地 方 消 費 税 交 付 金 930,000 3.7 630,000 2.2 300,000 47.6

7 ゴルフ場利用税交付金 70,000 0.3 73,000 0.3 ▲ 3,000 ▲ 4.1

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 25,000 0.1 25,000 0.1 0 0.0

9 地 方 特 例 交 付 金 28,000 0.1 28,000 0.1 0 0.0

10 地 方 交 付 税 4,870,000 19.6 4,750,000 16.8 120,000 2.5

11 交通安全対策特別交付金 8,000 0.0 10,000 0.0 ▲ 2,000 ▲ 20.0

12 分 担 金 及 び 負 担 金 287,347 1.1 397,596 1.4 ▲ 110,249 ▲ 27.7

13 使 用 料 及 び 手 数 料 598,924 2.5 484,668 1.8 114,256 23.6

14 国 庫 支 出 金 3,328,077 13.4 3,767,713 13.3 ▲ 439,636 ▲ 11.7

15 県 支 出 金 1,655,883 6.7 1,620,964 5.7 34,919 2.2

16 財 産 収 入 20,052 0.1 29,219 0.1 ▲ 9,167 ▲ 31.4

17 寄 附 金 3,010 0.0 3,010 0.0 0 0.0

18 繰 入 金 171,639 0.7 181,110 0.6 ▲ 9,471 ▲ 5.2

19 繰 越 金 30,000 0.1 30,000 0.1 0 0.0

20 諸 収 入 610,999 2.6 664,650 2.4 ▲ 53,651 ▲ 8.1

21 市 債 2,376,600 9.6 5,690,240 20.1 ▲ 3,313,640 ▲ 58.2

24,805,000 100.0 28,286,400 100.0 ▲ 3,481,400 ▲ 12.3歳　入　合　計

平成２７年度一般会計歳入予算対前年度比較表

区　　　　　　分

平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額

比　　　較
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歳入予算比較表（予算額）

歳入予算比較表（構成比）

0 50 100 150 200 250 300

平成27年度

248.05億円

平成26年度

282.86億円

平成25年度

265.56億円

平成24年度

259.09億円

平成23年度

268.32億円

市税 地方交付税 譲与税・交付金 国庫支出金 県支出金 市債 その他

（単位：億円）

市税

34.1%

繰入金

0.6%

諸収入

2.4%
その他自主財源

3.4%
地方交付税

16.8%

国庫支出金

13.3%

県支出金

5.7%

市債

20.1%

その他依存財源

3.6%

平成26年度

282.86億円

自主財源40.5％
依存財源59.5％

平成２７年度

248.05億円

市税

38.5%

繰入金

0.7%
諸収入

2.6%その他自主財源

3.8%

地方交付税

19.6%

国庫支出金

13.4%

県支出金

6.7%

市債

9.6%

その他依存財源

5.1%
平成27年度

248.05億円

自主財源45.6％
依存財源54.4％
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（単位：千円、％）

金　額 構成比 金　額 構成比 増減額 増減率

1 議 会 費 238,325 1.0 227,782 0.8 10,543 4.6

2 総 務 費 3,171,622 12.8 3,596,947 12.7 ▲ 425,325 ▲ 11.8

3 民 生 費 9,637,374 38.8 9,515,879 33.6 121,495 1.3

4 衛 生 費 2,082,422 8.4 5,440,192 19.2 ▲ 3,357,770 ▲ 61.7

5 労 働 費 53,178 0.2 56,316 0.2 ▲ 3,138 ▲ 5.6

6 農 林 水 産 業 費 510,638 2.1 540,675 1.9 ▲ 30,037 ▲ 5.6

7 商 工 費 605,960 2.4 584,715 2.1 21,245 3.6

8 土 木 費 2,152,603 8.7 2,156,683 7.6 ▲ 4,080 ▲ 0.2

9 消 防 費 1,041,218 4.2 1,021,838 3.6 19,380 1.9

10 教 育 費 1,908,968 7.7 1,545,620 5.6 363,348 23.5

11 災 害 復 旧 費 93 0.0 93 0.0 0 0.0

12 公 債 費 3,352,599 13.5 3,549,660 12.5 ▲ 197,061 ▲ 5.6

13 予 備 費 50,000 0.2 50,000 0.2 0 0.0

24,805,000 100.0 28,286,400 100.0 ▲ 3,481,400 ▲ 12.3歳　出　合　計

平成２７年度一般会計歳出（目的別）予算対前年度比較表

区　　　　　　分

平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額

比　　　較
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歳出予算目的(款)別予算比較表（予算額）

歳出予算目的(款)別予算比較表（構成比）

0 50 100 150 200 250 300

平成27年度

248.05億円

平成26年度

282.86億円

平成25年度

265.56億円

平成24年度

259.09億円

平成23年度

268.32億円

総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費

消防費 教育費 公債費 その他 諸支出金

（単位：億円）

平成２７年度
248.05億円

総務費

12.8%

民生費

38.8%

衛生費

8.4%

農林水産業費

2.1%

商工費

2.4%

土木費

8.7%

消防費

4.2%

教育費

7.7%

公債費

13.5%

その他

1.4%
平成27年度

248.05億円

総務費

12.7%

民生費

33.6%

衛生費

19.2%

農林水産業費

1.9%

商工費

2.1%

土木費

7.6%

消防費

3.6%

教育費

5.6%

公債費

12.5%

その他

1.2%
平成26年度

282.86億円
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（単位：千円、％）

金　額 構成比 金　額 構成比 増減額 増減率

1 人 件 費 3,770,467 15.2 3,737,208 13.2 33,259 0.9

2 物 件 費 3,068,359 12.4 2,897,640 10.2 170,719 5.9

3 維 持 補 修 費 112,362 0.4 103,571 0.4 8,791 8.5

4 扶 助 費 6,047,986 24.4 5,939,737 21.0 108,249 1.8

5 補 助 費 等 2,408,473 9.7 2,410,263 8.5 ▲ 1,790 ▲ 0.1

6 投 資 的 経 費 1,906,063 7.7 4,536,374 16.0 ▲ 2,630,311 ▲ 58.0

7 公 債 費 3,356,223 13.5 3,552,830 12.6 ▲ 196,607 ▲ 5.5

8 投 資 及 び 出 資 金 1,445 0.0 952,323 3.4 ▲ 950,878 ▲ 99.8

9 貸 付 金 317,690 1.3 346,770 1.2 ▲ 29,080 ▲ 8.4

10 積 立 金 43,712 0.2 188,015 0.7 ▲ 144,303 ▲ 76.8

11 繰 出 金 3,722,220 15.0 3,571,669 12.6 150,551 4.2

12 予 備 費 50,000 0.2 50,000 0.2 0 0.0

24,805,000 100.0 28,286,400 100.0 ▲ 3,481,400 ▲ 12.3

【再掲】　義務的経費の状況

13,174,676 53.1 13,229,775 46.8 ▲ 55,099 ▲ 0.4

【再掲】　投資的経費の状況

普 通 建 設 事 業 費 1,905,970 7.7 4,536,281 16.0 ▲ 2,630,311 ▲ 58.0

補 助 事 業 費 492,779 2.0 2,627,191 9.3 ▲ 2,134,412 ▲ 81.2

単 独 事 業 費 1,413,191 5.7 1,909,090 6.7 ▲ 495,899 ▲ 26.0

災 害 復 旧 事 業 費 93 0.0 93 0.0 0 0.0

1,906,063 7.7 4,536,374 16.0 ▲ 2,630,311 ▲ 58.0

歳　出　合　計

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費 合 計

平成２７年度一般会計歳出（性質別）予算対前年度比較表

区　　　　　　分

平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額

比　　　較
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歳出予算性質別予算比較表（予算額）

歳出予算性質別予算比較表（構成比）

0 50 100 150 200 250 300

平成27年度

248.05億円

平成26年度

282.86億円

平成25年度

265.56億円

平成24年度

259.09億円

平成23年度

268.32億円

人件費 物件費 扶助費 補助費等 投資的経費 公債費 貸付金 繰出金 その他

（単位：億円）

人件費

15.2%

物件費

12.4%

扶助費

24.4%補助費等

9.7%

投資的経費

7.7%

公債費

13.5%

貸付金

1.3%

繰出金

15.0%

その他

0.8%
平成27年度

248.05億円

人件費

13.2%

物件費

10.2%

扶助費

21.0%

補助費等

8.5%

投資的経費

16.0%

公債費

12.6%

貸付金

1.2%

繰出金

12.6%

その他

4.7%
平成26年度

282.86億円

平成２７年度
248.05億円
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（単位:千円、％）

予算規模の伸び率 ▲ 12.3 ％ 6.5 ％ ▲ 18.8 ポイント

義務的経費構成比 53.1 ％ 46.8 ％ 6.3 ポイント

補 助 事 業

単 独 事 業

▲ 58.0 ％ 45.7 ％ ▲ 103.7 ポイント

補助事業の伸び率 ▲ 81.2 ％ 28.5 ％ ▲ 109.7 ポイント

単独事業の伸び率 ▲ 26.0 ％ 78.7 ％ ▲ 104.7 ポイント

地 方 債 依 存 度 9.6 ％ 20.1 ％ ▲ 10.5 ポイント

93.0 ％ 93.2 ％ ▲ 0.2 ポイント

13.9 ％ 14.8 ％ ▲ 0.9 ポイント

【消費税増税による歳入影響額】

【社会保障施策の充当内訳】

・社会福祉（児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉等の施策）

・社会保険（国民健康保険、介護保険、年金事業等の施策）

・保健衛生（医療、疾病予防対策、健康増進事業等の施策）

（臨時財政対策債を除く） (14,676,000) (14,477,443) (198,557)

標 準 財 政 規 模 15,836,000 15,967,443 ▲ 131,443

財 政 力 指 数 0.661 0.700 ▲ 0.039

1,413,284 1,909,183 ▲ 495,899

投資的経費の伸び率

地 方 債 借 入 額 2,376,600 5,690,240 ▲ 3,313,640

経 常 収 支 比 率

13,174,676 13,229,775 ▲ 55,099

実 質 公 債 費 比 率

投 資 的 経 費 1,906,063 4,536,374 ▲ 2,630,311

492,779 2,627,191 ▲ 2,134,412

380,000千円

138,900千円

185,700千円

55,400千円

◎　財 政 指 標（一 般 会 計）

区　　　分
平成27年度　Ａ 平成26年度　Ｂ

比較　Ａ－Ｂ
予算額 予算額

予 算 規 模 24,805,000 28,286,400 ▲ 3,481,400

義 務 的 経 費

Ⅴ 財政指標（一般会計）

Ⅵ 消費税増税による影響等について
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＜７７主要事業　　　１６，０００，６８６千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

1 新規 総合防災訓練事業
災害発生時の市、防災関係機関、市民のそれぞれがとるべ
き行動を想定した実働訓練を行います。本年度は市民
1,000人の参加を予定しています。

987

2 継 海抜表示事業
平常時の津波への注意喚起及び災害時の避難の目安とする
ため、公共施設や沿岸付近の主要な道路等に海抜表示板を
設置します。

433

3 継 防災ラジオ助成事業
コミュニティＦＭ「ＦＭサンサンきらら」の緊急放送を受
信できる防災ラジオを希望者に有償で配付することより、
緊急時の情報伝達の充実を図ります。

2,160

4 継 自主防災組織育成事業
自主防災組織の防災資機材の整備等に対して補助金を交付
することで、組織率の向上及び活動の活発化を図ります。

1,292

5 継 地域防災訓練事業
地区が実施する防災訓練に対して補助金を交付すること
で、地区防災会の活動の充実・強化を図ります。

1,100

6 継 防災士育成事業
自主防災組織をさらに充実させるためは、地域の防災リー
ダーを育成する必要があるため、防災士の講習経費等の一
部を補助します。

330

7 継 緊急放送体制確保事業
災害時に、コミュニティFM「ＦＭサンサンきらら」を活
用して迅速に緊急放送が発信できるよう体制の確保を図り
ます。

1,200

8 新規 本庁舎改修基本調査事業
市役所本庁舎は、災害時に防災拠点として重要な役割を担
うことから、耐震改修や老朽化対策などについての基本調
査を行います。

6,800

9 継 地方消費者行政推進事業
消費生活相談窓口の機能強化を図るため、相談員の資質向
上を図る事業を行います。また、市民への消費教育を推進
することにより、安心安全な消費生活の実現を図ります。

4,375

10 継 防犯外灯助成事業

地域における防犯環境を整備し、安全で安心なまちづくり
を推進するため、加えて、電気の使用量を抑制することで
地球温暖化防止対策の一助とするため、自治会等が設置す
る防犯外灯のＬＥＤ化を促進する助成事業を実施します。

9,687

11 継
養護老人ホーム長生園組合
運営事業（分担金）

一部事務組合である養護老人ホーム長生園組合の運営経費
について、山陽小野田市と宇部市で分担します。

23,633

施策体系別主要施策一覧

第１章 暮らしの安心・安全を守るまちづくり
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＜７７主要事業　　　１６，０００，６８６千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

12 継
自立支援医療費給付事業
（更生医療・育成医療）

障がいを有する者、障がいを有する児童の保護者に自立支
援医療費を給付することにより、経済的負担を軽減し、障
がい者、障がい児の将来における障がいの程度を軽減しま
す。

92,266

13 継 障害者自立支援給付事業

介護給付（居宅介護、施設入所支援等）、訓練等給付（就
労移行支援、グループホーム等）、補装具費を給付するこ
とにより、障がい者の日常生活又は社会生活を支援しま
す。

840,454

14 継 障害児通所給付事業
障害児通所支援（児童発達支援、放課後等デイサービ
ス）、障害児相談支援の給付により障がい児の療育を図り
ます。

38,055

15 継 地域生活支援事業

相談支援、コミュニケーション支援、日常生活用具等給
付、日中一時支援、移動支援、地域活動支援センター等に
より地域で在宅生活を送る障がい者の日常生活又は社会生
活を支援します。

38,367

16 継 特別障害者手当等支給事業
日常生活において常時介護を必要とする在宅の重度障がい
者又は重度障がい児で、国の基準を満たす場合に特別障害
者手当等を支給します。

23,882

17 継
重度心身障害者医療費助成
事業

重度心身障がい者に医療費の一部を助成することにより、
経済的負担を軽減し、障がい者の健康と福祉を維持しま
す。県制度の改正に伴い、平成21年7月から受益者に一部
負担が導入されましたが、市が単独で助成し、無料化を継
続しています。

352,705

18 継 福祉タクシー助成事業
障がい者に福祉タクシー券を交付することにより、タク
シー乗車の際の初乗運賃を助成し、障がい者の日常生活の
利便と社会活動の範囲の拡大を図ります。

32,219

19 継 老人保護措置費 養護老人ホーム入所者の措置に要する費用を負担します。 178,648

20 継
全国健康福祉祭やまぐち大
会（ねんりんピック）開催
事業

平成27年10月に第28回全国健康福祉祭やまぐち大会（ね
んりんピック）が開催されます。本市は、おのだサッカー
交流公園においてサッカー交流大会を実施します。

5,722

21 新規
新市誕生10周年記念事業
「ねんりんピック特別表彰
事業」

全国健康福祉祭やまぐち大会（ねんりんピック）におい
て、新市誕生10周年を記念した特別表彰式を行います。

50

22 継 障害者施設修繕等事業
みつば園の施設利用者の安心安全を確保するため、空調用
電源工事を行います。

3,509

23 新規 生活困窮者自立支援事業
平成２７年度から施行される生活困窮者自立支援法に基づ
き、生活困窮者に対して、自立相談支援事業・就労準備支
援事業の実施及び住居確保給付金の支給を行います。

13,337

24 新規 就労自立給付金事業
生活保護者の就労による自立促進を目的として、安定した
職業に就いたこと等により保護を必要としなくなった方に
対して、就労自立給付金を支給します。

1,500

25 継 社会福祉協議会助成事業
地域福祉事業を円滑に推進していくため、健全な運営がで
きるように運営費の一部を補助します。

57,500

25 第１章　暮らしの安心・安全を守るまちづくり



＜７７主要事業　　　１６，０００，６８６千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

26 継 臨時福祉給付金給付事業
低所得者に対し、消費税率引上げによる影響を緩和するた
め、簡素な給付措置（臨時福祉給付金の支給）を平成26年
度に引き続き行います。

97,151

27 継 子ども医療費助成事業
本市独自の子育て支援策として、小学校1～3年生の保険適
用医療費の自己負担分（3割負担）のうち1割を助成しま
す。

10,543

28 継 養育医療給付事業
身体の発育が未熟なまま生まれ、入院を必要とする未熟児
等に対して、その養育に必要な医療費の助成を行います。

7,020

29 継 病児・病後児保育事業
病気中や病気回復期のために、保育園や幼稚園、小学校で
の集団生活ができない児童を、委託する医療機関等におい
て一時的に預かります。

18,022

30 継 延長保育推進事業
認定された保育時間を超えて延長保育を実施する保育園に
対して補助金を交付します。

14,450

31 継 児童手当事業
中学校修了前までの児童を養育している保護者に対して児
童手当を支給します。

1,071,850

32 継
放課後児童対策事業（放課
後児童クラブ）

保護者の就労等により、放課後に児童の世話が困難な家庭
を対象に小学校に在学する児童を児童館などで預かり、
様々な活動を通して児童の健全育成を図ります。

69,162

33 継
地域子育て支援センター事
業費

小学校就学前の児童とその保護者に対し、育児相談、子育
て講座などを通して、相互の交流を図ることで育児不安の
解消、親子間の交流促進を行う地域子育て支援センターの
運営を委託します。

37,100

34 継
乳幼児・ひとり親家庭医療
費助成事業

小学校就学前の乳幼児、ひとり親家庭の父・母及び児童に
対して、医療費（保険適用）の自己負担分を助成すること
により、経済的負担の軽減と福祉の増進を図ります。
また、平成21年8月から導入された一部負担金について
は、市が単独で助成し、無料化を継続します。

161,088

35 新規
多子世帯応援保育料等軽減
事業

３人以上子どものいる多子世帯の第３子以降の保育園・幼
稚園の保育料を全額軽減または半額軽減します。
保育園：保育料軽減額　歳入▲30,280千円
幼稚園：保育料助成額　歳出4,000千円

34,280

36 新規 私立幼稚園運営費負担事業
子ども・子育て支援新制度の実施に伴い、新制度に移行す
る私立幼稚園に対して施設型給付を支給します。

39,628

37 継
子育て世帯臨時特例給付金
給付事業

消費税率引上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に対して、
臨時特例的な給付措置を平成26年度に引き続き行います。

33,906

38 新規
新市誕生10周年記念事業
「第６回ＳＯＳ健康フェス
タ」

新市誕生10周年を記念して、第６回ＳＯＳ健康フェスタに
おいて記念講演を実施します。
【開催日】平成27年11月15日（予定）

30
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39 継 妊婦健康診査事業
妊娠中の母体の健康管理、疾病の早期発見及び上限14回の
健診を公費で行うことで妊婦の経済的負担の軽減を図るた
め継続実施します。

51,647

40 継
二次救急医療体制の充実
(救急医療体制の充実）

広域医療圏内に在る９つの救急医療機関において、365日
体制で二次救急医療に対応すための必要経費を、宇部・美
祢・山陽小野田の３市で負担します。

8,730

41 継 予防接種事業
接種機会を安定的に確保することにより免疫水準を維持
し、疾病の流行防止、重症化の軽減を図るため継続実施し
ます。

193,835

42 継 健康診査事業

他の方法で健診を受ける機会のない人を対象に、健康診
査、女性の健康診査、各種がん検診・結核検診を実施しま
す。子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診の無料クーポン券
と検診手帳を特定の年齢の方に交付し、受診率の向上を図
ります。また、一定年齢の男性を対象とした前立腺がん検
診を継続実施します。

106,553

43 継 自殺対策事業
平成２３年度から養成しているこころのサポーターを対象
に、支援研修会を開催します。

120

44 新規 医療提供体制設備整備事業
二次救急医療機関の診療機能として必要な医療機器の購入
に対して補助金を交付します。

12,312

45 継 公的病院支援事業
地域医療体制の充実を図るため、小野田赤十字病院に対し
て、補助金を交付します。

5,000

46 継
地域医療連携情報ネット
ワーク運営負担事業

地域完結型医療体制の整備を目的として構築された地域医
療連携情報ネットワークの運営支援により、地域医療の連
携を図ります。

310

47 継 高年齢者就業機会確保事業
シルバー人材センター運営費の支援を行うことにより、高
齢者の生きがい対策の支援を図ります。

7,280

48 継
住宅・建築物耐震化促進事
業

住宅・建築物の地震に対する安全性の向上を図り、地震に
強いまちづくりを推進するため、昭和56年5月以前に着工
された木造住宅、多数利用建築物の耐震診断及び木造住宅
の耐震改修を実施する者に対して補助金を交付します。

3,026

49 継
自然災害防止事業負担金
（海岸）

県事業負担金
焼野海岸、郡・津布田海岸（30％）

3,300

50 継 海岸防災事業負担金
県事業負担金
大浜護岸、横土手護岸（10％）

17,000

51 継 交通安全施設整備事業
市道の安全管理のため、区画線、ガードレール、転落防止
柵、視線誘導標、カーブミラー、道路局部照明の設置な
ど、交通安全施設の整備を行います。

9,799
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52 継
津波ハザードマップ整備事
業

東日本大震災を踏まえ、近いうちに予想される東南海・南
海地震による津波等に対して、海岸線における津波ハザー
ドマップを作成します。自主避難等を促進して、人的被害
を最小限におさえ、「津波防災地域づくり」を推進しま
す。

1,000

53 継 通学路安全対策事業
道路管理者と学校・保護者・警察等が連携して行った合同
点検により抽出された要対策箇所について、防災・安全交
付金を活用して通学路の安全対策を行います。

20,000

54 継 東下津地区内水対策事業
狭間川内水対策の基本計画に基づき既存の排水機場を活用
した実施設計を行います。

14,000

55 継 河川浚渫事業

市が管理する準用河川、普通河川の中には、長年の雨水の
流下により土砂が堆積し、河川断面が小さくなっているも
のがあり、降雨時に河川が氾濫する恐れがあるため、緊急
性の高い河川から、年次的に維持浚渫工事を行います。

2,200

56 継
県営海岸保全施設整備事業
（黒崎開作）

県営海岸保全施設整備事業(黒崎開作地区）
堤防嵩上げ
事業主体：山口県
総事業費：980,000千円　Ｌ＝2,350ｍ
事業費負担割合　国：50％　県：40％　市：10％

7,500

57 継
県営海岸保全施設整備事業
（松屋埴生）

県営海岸保全施設整備事業(松屋埴生地区）
堤防嵩上げ
事業主体：山口県
総事業費：980,000千円　Ｌ＝2,503ｍ
事業費負担割合　国：50％　県：40％　市：10％

7,500

58 継
学校施設非構造部材耐震化
事業

小・中学校の屋内運動場等に取り付けてある吊り天井や照
明器具等が地震で落下し、被害が出ることを防ぐため、８
校８棟の屋内運動場等で工事を行い、１２校１２棟の屋内
運動場等で工事に向けた実施設計を行います。

242,479

59 継 幼稚園就園奨励事業
保護者の所得状況に応じて児童の就園に要する経済的負担
を軽減するため、保護者に就園奨励補助金を交付します。

71,714

60 継 就学援助事業
経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に対して、
学用品費や給食費、医療費の一部を援助します。

103,217

61 継
宇部・山陽小野田消防組合
分担金支払事業

宇部・山陽小野田消防組合の運営経費について、山陽小野
田市と宇部市とで分担します。

909,820

62 新規
宇部・山陽小野田消防組合
特別分担金支払事業
（消防車両等整備事業）

高規格救急自動車（小野田署配備）、連絡車（埴生出張所
配備）の更新を行います。

3,589

63 新規
宇部・山陽小野田消防組合
特別分担金支払事業
（消防資機材整備事業）

消防ホース、防火衣等の資機材整備を宇部市と共同で行い
ます。

2,198

64 新規 消防団活動の活性化事業
消防団員の出動手当（水火災出動及び警戒出動）を増額
し、消防団員の処遇改善を図ります。

650
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65 新規 厚狭分団車庫整備事業
厚狭分団車庫は老朽化により消防団活動に支障をきたして
いることから、厚狭地区複合施設の隣接地に厚狭分団車庫
を新設します。

16,996

66 新規 消防団車両等整備事業
高千帆分団車は、老朽化による性能低下が著しく、各消防
団活動に支障をきたしている。高千帆分団車を更新し、小
型動力ポンプ２台を購入します。

21,578

67 新規
消防団消防救急デジタル無
線整備事業

消防団の災害現場における活動を安全かつ円滑に遂行する
ための通信手段として消防救急デジタル無線を整備しま
す。

21,654

68 新規
消防団安全装備品整備事業
（安全確保のための装備）

「消防団の装備の基準」に基づき消防団員の安全対策、救
助活動等の新たな役割への対応等の観点から、消防団員の
安全確保のための装備の充実を図ります。

1,408

69 継
※介護
介護サービス事業

居宅介護サービス事業、施設サービス事業、福祉用具購
入、住宅改修、介護サービス計画、地域密着型介護サービ
ス事業等、要介護認定者が利用する介護サービス事業を行
います。

4,956,647

70 継
※介護
介護予防サービス等事業

福祉用具購入、住宅改修、介護予防サービス計画、地域密
着型介護予防サービス事業等、要支援認定者が利用する介
護予防サービス事業を行います。

297,737

71 継
※介護
地域支援事業
【介護予防一次予防事業】

介護支援ボランティア活動事業、介護予防普及啓発事業
（パンフレット等の作成・配布、介護予防教室等の開
催）、生活管理短期入所事業、地域介護予防活動支援事
業、介護予防サポーター養成事業、地域リハビリテーショ
ン活動支援事業、認知症高齢者対策（予防）の推進等を行
います。

28,743

72 継
※介護
地域支援事業
【介護予防二次予防事業】

二次予防事業対象者把握事業、通所型介護予防事業（運動
器機能向上、栄養改善等）等を行います。

2,696

73 継
※介護
地域支援事業
【包括的支援事業】

介護予防ケアマネジメント業務、総合相談支援業務、包括
的・継続的ケアマネジメント業務、医療・介護連携推進事
業を行います。

42,347

74 継

※介護
地域支援事業
【任意事業（市独自の事
業）】

家族介護支援事業、成年後見制度利用支援事業、介護給付
等費用適正化事業、地域自立生活支援事業、認知症高齢者
対策推進事業を行います。

26,880

75 継
※国保
保険給付事業

国保被保険者に対し、療養給付費、療養費、高額療養費、
出産育児一時金、葬祭費の支給等を行います。

5,385,670

76 継
※国保
特定健診事業

40歳以上75歳未満の国保被保険者を対象に、内臓脂肪型
肥満に着目した健診や保健指導を行います。

45,710

77 継
※下水
高千帆地区浸水対策事業

高千帆地区の浸水対策を本格的に実施するため、雨水ポン
プ場の検討および事業計画の変更を行います。

23,400

※介護＝介護保険特別会計、※国保＝国民健康保険特別会計、※下水＝下水道事業特別会計

29 第１章　暮らしの安心・安全を守るまちづくり



＜２８主要事業　　　７８１，００７千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

1 継
新市誕生10周年記念事業
「実行委員会負担金」

市誕生10周年を迎えるに当たり、本市の軌跡を振り返ると
ともに、将来に向かって市民が一体となり、躍動感あふれ
るまちづくりにつながる記念事業を実施します。

1,230

2 新規
新市誕生10周年記念事業
「出張！なんでも鑑定団」

市誕生10周年記念事業の市主催事業として、人気番組「出
張！なんでも鑑定団」の公開収録を本市で行います。

832

3 継
市政情報発信事業（コミュ
ニティFM)

広報紙やホームページに加え、コミュニティFMを利用し
た市政情報発信のさらなる充実を図ります。

4,610

4 新規 文書管理システム更新事業
運用を開始して７年を経過し老朽化した文書管理システム
の更新を行います。

3,340

5 継 職員研修の充実事業
職員の資質向上を図り、市民サービス向上に資するため、
市町村アカデミー、国際文化アカデミー、日本経営協会な
ど、外部研修機関が実施する研修へ職員を派遣します。

954

6 新規 人事評価制度実施事業

地方公務員法の改正により平成28年度から人事評価が義務
化されることに伴い、公平性、公正性、透明性及び納得性
を確保した制度を構築し、平成27年度の試行実施、評価者
訓練を経て、平成28年度より本格実施とします。

1,211

7 新規 人事給与システム更新事業

現行の人事・給与システムが平成27年10月に保守期間が
満了することから、指名型プロポーザル方式により各社の
システムを比較し、総合的評価を経て新システムを導入し
ます。

9,087

8 継
固定資産税(土地)総合鑑定評
価業務

3年に1度の固定資産(土地)評価替えに伴う標準宅地の不動
産鑑定士による鑑定評価、路線価の算定及び地価の変動に
伴う毎年度の時点修正業務を行います。

3,759

9 継
固定資産ＧＩＳデータ処理
業務

GISを全庁的に有効かつ効果的に活用していくための、土
地の分合筆等の異動処理等の業務を行います。

1,480

10 継 ふるさと支援基金積立事業
サポート寄附金（ふるさと納税）の受入事務を行い、いた
だいた寄附金を基金に積立てます。

3,000

11 継 厚狭地区複合施設整備事業

厚狭地区の老朽化した公共施設について、施設の統廃合及
び新施設の建設により、市民の利便性の向上と安全性の確
保、維持管理費用の節減などを図るため、厚狭地区複合施
設を建設します。平成28年2月のオープンを予定していま
す。

490,171

12 新規 第二次総合計画策定事業
平成29年度に策定予定の第二次山陽小野田市総合計画
（H30～H39）の策定作業に着手します。平成27年度は
市民アンケート調査の実施などに取り組みます。

831

13 継
社会保障・税番号制度情報
システム対応事業

社会保障・税番号制度の導入に伴い、制度に対応した情報
システムの構築を行います。

57,040
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14 継
住民情報系システム管理・
運営事業

住民情報処理業務において、昭和45年に導入した汎用機シ
ステムを、平成24年1月にオープンシステムに更新し、将
来性・拡張性のある住民情報系システムが稼働しており、
システムの安定稼働のため管理・運営を行います。

111,172

15 新規 財務会計システム更新事業
既存の財務会計システムサーバの保守の終了に伴い、サー
バの更新及びシステムの新ＯＳ対応改修などを行います。

539

16 継 市有地整備事業
遊休市有地の売却を促進し、財源確保を図るため、対象土
地の整備（建物解体、進入路整備、境界確定、分筆登記
等）を行い、売却可能な財産とします。

26,557

17 継 自治会連合会補助金事業
自治会連合会の運営に協力し、各自治会の自主的活動の促
進及び地域社会の発展に寄与する活動に対して補助金を交
付します。

2,310

18 継 自治会館建設補助事業
コミュニティ活動の拠点として自治会館の建設等を計画し
ている自治会に対して、補助対象となる費用の一部を補助
します。

6,000

19 継 ふるさとづくり事業
市ふるさとづくり協議会及び各校区ふるさとづくり協議会
へ補助金を交付して活動を支援し、地域コミュニティの活
性化を図ります。

3,197

20 継 市民活動の推進
市民が主体となった地域イベントに対して補助金を交付
し、市民活動の活性化を図ります。

5,660

21 継
男女共同参画推進事業
（女と男の一行詩事業）

男女共同参画社会の更なる実現に向け、職場・家庭・地
域・学校等で感じる「男女共同参画社会づくりへの想い」
等を詠んだ一行詩を、市内及び全国に向け募集し、啓発発
信します。

340

22 継
男女共同参画推進事業
（「女性の日」事業）

男女共同参画社会づくりに向けた、より効果的な啓発事業
を行います。

211

23 継 人権啓発活動地方委託事業
人権啓発活動地方委託事業（県を経由した法務省委託事
業）として、人権の花運動、ヒューマンフェスタ、人権講
座を実施します。

401

24 新規
通知カード・個人番号カー
ド関連事務委任事業

社会保障・税番号制度の導入に伴い、平成27年10月から
の通知カードによる個人番号の付番・通知及び平成28年1
月からの個人番号 カードの発行等の関連業務を地方公共団
体情報システム機構に委任します。

22,415

25 継
ワンストップサービス事務
事業

市役所及び支所から遠距離にある本山郵便局、有帆郵便局
において、住民票等の証明書発行取次ぎ業務を取り扱うこ
とにより市民の利便性向上を図ります。

558

26 継 旅券の発給に関する事務
山陽総合事務所内において、パスポートセンターを設置
し、旅券の発給業務を行います。

343

27 継 山口県議会議員一般選挙

任期満了に伴う選挙
　任期満了日　平成２７年４月２９日
　告示日　　　平成２７年４月３日
　選挙の期日　平成２７年４月１２日

20,518

28 新規 市議会中継設備等更新事業
議場中継システムの更新とＵstream(ユーストリーム／動
画共有サービス)を活用した委員会ライブ中継の開始によ
り、市民への情報提供の更なる充実を図ります。

3,241
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＜４２主要事業　　　１，７５６，０７５千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

1 継 新火葬場建設事業
合併特例債を活用して、小野田・山陽両斎場を統合し、新
しい施設を建設します。平成27年度は都市計画決定およ
び用地取得を行います。

12,003

2 継 環境展開催事業
おのだサンパークにおいて、環境に関するパネル展示やク
イズラリーなどを実施し、市民の自然環境に対する環境保
全意識の高揚に努めます。

46

3 継 上水道建設改良事業

本市において既設配水管等に石綿セメント管が一部使用さ
れているため、これを強度面や耐震性に優れた水道管に計
画的に更新するもので、一般会計から1/2を出資し、それ
に対し合併特例債を充当します。

1,400

4 継
きれいにするっちゃ山陽小
野田事業

清掃活動を行うボランティアで、登録のある個人・団体に
対して清掃用具貸与などの支援を行います。

214

5 新規 旧焼却施設煙突撤去事業
新ごみ処理施設の稼動に伴い、老朽化した旧焼却施設の煙
突の解体・撤去を行います。

51,500

6 継
一般廃棄物（ごみ）処理施
設運転管理事業

平成27年度から新ごみ処理施設の運転管理については、
全面民間委託します。また、運転開始に併せて、施設のモ
ニタリングを行います。

134,987

7 継
小野田浄化センター定期整
備事業

全市のし尿及び浄化槽汚泥を処理するために必要な機械設
備等について、定期的に整備を実施します。

4,155

8 継 塵芥収集車等車両更新事業
ごみの収集に不可欠な塵芥収集車等を安全性や収集効率の
観点から車両更新計画に基づき定期的に更新します。

9,484

9 継
焼却灰セメント原料化関連
事業

リサイクルを推進するとともに最終処分場の延命化を図る
ため、ごみ焼却施設から発生する焼却灰をセメント原料化
します。

77,121

10 継 ＪＲ美祢線利用促進事業
「ＪＲ美祢線利用促進協議会」へ負担金を支出し、沿線３
市等で協力して利用促進を図ります。

1,300

11 継
ＪＲ美祢線・小野田線利用
促進事業

美祢線の他に小野田線の利用促進を含めて、市独自の協議
会に補助金を負担します。

300

12 新規
ＪＲ小野田線１００周年記
念事業

ＪＲ小野田線開業100年を記念して、ＪＲ小野田線100
周年記念事業を行い、小野田線の歴史を振り返るととも
に、利用啓発を図ります。

500

13 新規
地域公共交通網形成計画策
定支援事業

公共交通網の再構築をはじめとする交通ネットワーク形成
を図るため、地域公共交通会議による「地域公共交通網形
成計画」の策定を支援することにより、効果的な地域公共
交通を形成します。

1,250

14 継 デマンド型交通運営事業
厚狭北部地域の移動手段を確保するため、タクシー業者に
委託し、デマンド型交通を運行します。

7,311
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＜４２主要事業　　　１，７５６，０７５千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

15 継 地方バス路線維持対策事業

市民の移動手段を確保するため、路線バスを運行する事業
者３社に対して、地方バス路線維持費補助金を交付しま
す。平成27年4月から新市民病院への路線バスの乗り入
れを開始します。

136,000

16 継
機構集積支援事業
（農地利用状況調査）

区域内にある農地の利用状況についての調査を行うため、
調査員を雇用し、市内一円の農地の耕作状況や栽培作物等
の調査を実施します。

2,580

17 継
機構集積支援事業
（農地台帳整備）

農地の利用状況調査等の結果に基づき、農地台帳の整備を
行い、遊休農地の利用意向調査や利用集積の際の資料とし
て活用します。

2,064

18 継 道路維持補修事業
市道の適正な維持管理を行います。
市道延長　323km

36,733

19 継
第二高千帆橋（市道上木屋
梅の木線）修繕事業

橋梁長寿命化修繕計画に基づき、補修で橋の延命を図ると
ともに耐震補強を行います。

32,000

20 新規 橋梁長寿命化点検事業
道路法施行令に基づき、市内の２ｍ以上の全橋梁につい
て、５年に１回の定期点検を実施します。

10,000

21 継 市道舗装リフレッシュ事業
切削オーバーレイ工事や連続照明の更新により、幹線市道
の安全性、耐久性を向上させます。
　市道栄町六十番線　延長　Ｌ＝400ｍ

20,000

22 継
市道片山梅田線道路改良事
業

現道を拡幅し、歩道を整備します。
　延長　Ｌ＝280ｍ
　幅員　Ｗ＝4.0（7.5）ｍ

20,000

23 継 市道片山線道路改良事業
県道宇部船木線へ接続するバイパス道路を新設します。
　延長　Ｌ＝410ｍ
　幅員　Ｗ＝6.0（10.0）ｍ

15,000

24 継 市道くし山線道路改良事業
県道小野田山陽線との交差点部分を県と同時施工し事業を
完了します。

5,000

25 継
市道新生町１号線道路改良
事業

現道を拡幅します。
　延長　Ｌ＝567ｍ
　幅員　Ｗ＝6.0ｍ

3,000

26 継 市道中村線道路改良事業
道路に側溝を整備し、離合箇所を設置します。
　延長　Ｌ＝400ｍ
　幅員　Ｗ＝5.0ｍ

15,000

27 継
市道千代町高砂線道路改良
事業

国道190号の４車線化工事に併せて、千代町レークタウ
ンと国道を繋ぐ交差点付近の改良工事を行います。
　延長　Ｌ＝120ｍ
　幅員　Ｗ＝10.5ｍ

40,000

28 継 小規模土木事業
自治会に公共性の高い道路や水路の改良整備費を助成する
小規模土木事業の進捗を早め、生活環境の早期の改善を図
ります。

41,300

29 継 江汐公園管理運営事業
指定管理者の創意工夫により、江汐公園の維持管理の向上
と利用者サービス及び満足度の向上を図ります。

24,686
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＜４２主要事業　　　１，７５６，０７５千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

30 継 江汐公園施設整備基金事業
江汐公園内にある公園施設の計画的な改修等の財源を確保
するため、基金を積み立てます。

15,000

31 継 有帆緑地建設事業償還金 有帆一体緑地建設事業に関する償還金 141,055

32 新規 都市公園施設整備事業
公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化した公園施設のう
ち重要度・利用度の高い施設の計画的な更新・修繕を行い
ます。

19,661

33 継 浄化槽設置整備事業
浄化槽設置整備事業補助金
5人槽（46基）、7人槽（37基）、10人槽（2基）

31,686

34 継
市営住宅維持管理事業（検
定満期水道メーター等の取
替え）

既設の市営住宅の内、当該年度中に検定期限を迎える水道
メーターを計画的に交換します。平成27年度は113個
（5団地）を交換します。

3,388

35 継 市営住宅維持管理事業
市営住宅の維持管理のための改修工事を行います。
・本山団地浄化槽改修工事
・古開作第二団地防火戸改修工事

2,322

36 継
高齢者向け優良賃貸住宅事
業

心遊館（家賃補助 30戸）
「高齢者の居住の安定確保に関する法律」に基づき、良好
な住環境を備えた高齢者向けの賃貸住宅の供給を行おうと
する民間事業者に対して支援します。
・家賃補助　国1/2　県1/4　市1/4

2,129

37 継
住宅リフォーム資金助成事
業

市内に住所を有する者が既存住宅の改修工事を行う場合に
住宅リフォーム資金を助成します。

10,000

38 継
※下水
下水道整備事業（汚水）

認可区域面積　　1,429ha　(全体計画面積　2,845ha)
・小野田処理区　983.1ha
・山陽処理区　　445.9ha
平成27年度　L=2,815ｍ、  A=13.8ha

527,800

39 継
※下水
下水道整備事業（長寿命化
対策）

老朽化した管路の長寿命化計画を策定し、優先順位の高い
箇所から計画的に改築・更新工事を実施します。

56,000

40 継
※下水
水処理センター整備事業
（小野田水処理センター）

小野田水処理センターの長寿命化計画に基づき、優先順位
の高い箇所から計画的に改築・更新工事を実施します。

209,000

41 新規
※下水
水処理センター整備事業
（山陽水処理センター）

山陽水処理センターは、経年劣化による機能低下が顕著と
なっているため、長寿命化計画を策定します。

13,000

42 新規
※下水
下水道ポンプ場整備事業

市内３箇所ある中継ポンプ場は、経年劣化による機能低下
が顕著となっているため、長寿命化計画を策定します。

20,100

※下水＝下水道事業特別会計

事事
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＜３９主要事業　　　８４２，４９６千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

1 継 転入奨励金交付事業
定住人口の増加による市の活性化を目的として、転入して
住宅を取得した方に対して、取得した住宅の家屋部分の固
定資産税相当額を転入奨励金として交付します。

13,102

2 新規
移住用プロモーションビデ
オ作成事業

国が設置する、地方への移住促進のための総合的な情報を
集約したポータルサイト「全国移住ナビ(仮称)」に掲載す
るプロモーションビデオを作成します。

5,000

3 継
地域総合整備資金貸付
（ふるさと融資）事業

一般財団法人地域総合整備財団の協力を得て、民間事業者
に対して無利子資金の貸付を行い、事業を支援し、活力と
魅力あるまちづくりを推進します。

122,000

4 継 中学生海外派遣事業
中学生6名、引率者1名を姉妹都市であるモートンベイ市に
約2週間派遣します。

1,759

5 継 地籍調査事業

平成26年度をもって小野田地区の一筆地調査は終了し、平
成27年度は地籍図、地籍簿の作成及び数値情報化が完了し
ていない区域を実施することで、山陽小野田市の地籍調査
業務が完了する予定です。

4,816

6 新規
工場設置奨励事業
（新規企業誘致分）

小野田・楠企業団地の用地を取得し、工場を新設した企業
に対して用地取得費用の４０％を補助します。

47,256

7 継
工場設置奨励事業
（内発促進分）

市内に工場を新増設等する企業の投下固定資産に対する固
定資産税の一部相当額分を３年間補助します。

109,103

8 継
土地開発公社利子補給事業
(小野田・楠企業団地)

小野田・楠企業団地造成事業に伴う山陽小野田市土地開発
公社の金融機関借入額に対する利息相当額を補助します。

9,564

9 継 観光交流促進事業

観光情報の発信やイベントの推進などを通じて、本市観光
の魅力向上、交流人口の増加を図ります。
　・観光情報発信事業
　・名産品推奨事業　などを実施

700

10 新規 観光パンフレット作成事業
ねんりんピックなどのイベントの参加者等に配布するため
の観光パンフレットを増刷します。

454

11 継 中小企業振興資金融資事業
中小企業者に対する資金融資及びその債務保証料の補給措
置を行うことにより、中小企業者の振興育成を図ります。

184,738

12 継
離職者緊急対策資金貸付事
業

会社倒産又は事業の不振若しくは縮小等により、離職を余
儀なくされた方の生活の安定を図るため、県や金融機関と
協調して資金の貸付を行います。

1,680

13 新規 地域通貨導入事業

介護ボランティア（いきいき介護サポーター）事業におけ
るボランティア登録者のうち、交付転換金分及び転換金の
上限を超えたポイント分を地域通貨で発行できるように
し、本市の商業・サービス業の活性化を図ります。

342
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＜３９主要事業　　　８４２，４９６千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

14 新規
県営基盤整備促進事業（赤
川頭首工）

県の生産基盤整備事業により、農業用排水施設（赤川頭首
工）の整備を行い、用水確保及び用水管理の労力軽減を図
り、地域戦略作物等の生産拡大に向けた農業競争力の強化
を図ります。

360

15 継
基幹水利施設ストックマネ
ジメント事業
（厚狭中排水機場）

本施設は昭和４９年に築造されており、老朽化による機能
低下が懸念されるため、機器等の更新を行います。

25,000

16 継
基幹水利施設ストックマネ
ジメント事業
（高千帆排水機場）

本施設は昭和４４年に築造されており、老朽化による機能
低下が懸念されるため、機器等の更新を行います。

50,000

17 継
山陽地区地域水産物供給基
盤整備事業

埴生漁港
　西護岸　陸閘１門
　浚渫土処理　Ｖ＝12,000㎥

50,527

18 継 市有林造林事業

森林が持つ国土の保全や水資源の涵養等の多面的機能を十
分に発揮させるため、また将来木材としての資産価値を高
めていくために、長期間にわたり継続して保育事業（搬出
間伐、下刈、枝打等）を実施します。

3,000

19 継
県営土地改良事業（経営体
育成基盤整備事業）後潟上
地区

県営事業として、ほ場整備を実施し、効率的な農業生産を
実現します。
　後潟上地区　26ｈａ

22,074

20 継 市民農園管理運営事業

市民農園の管理運営を行います。
沓山田地区　26区画、烏帽子岩地区　44区画、高栄地区
45区画
利用料　3,000円/年・区画

273

21 継 小規模土地改良事業

単県事業等の要件に合わない事業について、地元申請によ
り事業を実施します。
事業費：3,000千円/年以内
地元負担：30～40%

8,500

22 継
中山間地域等直接支払交付
金

条件不利地である中山間地域の集落が市との協定に基づ
き、農業生産活動や農村の生活の維持、耕作放棄地の防止
に取り組みます。
平沼田、川上、籾の木、鋳物師屋、松岳畑

3,788

23 継
農業経営基盤強化資金利子
補給事業

認定農業者等に対し、規模拡大その他経営発展を図るのに
必要な長期低利資金を融通し、利子助成を行います。

1,527

24 継
放流補助事業負担金
（クルマエビ・ガザミ）

水産物の安定供給を図るため、種苗放流や繁殖保護・中間
育成等に係る事業費を負担します。

1,800

25 継 有害鳥獣捕獲奨励事業
有害鳥獣による農林業被害を抑制するため、有害鳥獣対策
協議会へ奨励金を交付します。

1,792

26 継 有線放送清算業務負担金
有線放送清算業務事業に係る経費を市及びJA山口宇部が
1/2ずつ負担します。

9,992

27 継 青年就農給付金事業
就農直後の経営を安定させ、営農を継続していけるよう所
得を補完します。
年額1,500千円×新規就農者5人

7,500
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＜３９主要事業　　　８４２，４９６千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

28 継 需要対応型産地育成事業

意欲のある集落営農法人等が産地の核となり、県産農産物
の様々な需要に的確に応える「生産力の高い、安心・安全
な産地づくり」を支援する単県事業。
（補助率）　主穀用共同利用機械等　1/2以内
　　　　　　園芸用機械・施設　　　1/3以内

3,195

29 継 農地集積協力金事業

農業経営規模の拡大、農用地の集団化・効率化の促進を図
り、農業生産性の向上に資することを目的に、農地中間管
理機構が設立されました。この農地中間管理機構をとお
し、担い手への農地集積と集約化を図ります。

3,888

30 継 多面的機能支払交付金
市との協定に基づき、農業の多面的機能の維持･発揮のため
の地域活動、営農活動や耕作放棄地の発生防止に取り組み
ます。

45,053

31 継 港湾整備事業負担金

山口県が行う重要港湾小野田港の港湾施設の整備拡充事業
に対する地元負担金を支出します。
　・機能強化（保安施設、舗装）　25%
　・単独（港湾）　40%

7,200

32 継 県道改良事業負担金

・県道埴生停車場線　15％
・県道西万倉山陽線　15％
・県道奥万倉山陽線　15％
・県道宇部船木線　　　5％

33,000

33 継
コンパクトなまちづくりモ
デル推進事業

山口県の「コンパクトなまちづくりモデル事業」に選定さ
れた厚狭駅南部地区区画整理地区内において、民間活力を
活用し、「コーポラティブ方式」の手法により、有効なコ
ミュニティを形成する住みよい地域づくりを行います。

10,044

34 継
都市計画道路整備県事業負
担金

都市計画道路において線形や構造の見直しが必要な路線の
うち事業化された県道の事業に対する地元負担金を支出し
ます。

30,000

35 継
厚狭駅南部地区土地区画整
理事業利子補給事業

土地開発公社で取得した保留地の利子補給を行います。 6,361

36 継
小野田駅前土地区画整理区
域整備事業

小野田駅前土地区画整理事業の未施行区域における代替事
業を本格的に実施するため、住民合意に基づいた計画を策
定し、駅前地区の良好な市街地形成を図ります。

1,300

37 継
※市場
卸売市場施設設備改修事業

施設の老朽化に伴って、事務室側屋上の防水シートが破損
しているため、設備の改修を図ります。

2,808

38 継
※市場
卸売業者運営補助事業

市場の機能を維持するため、公的支援の一環として卸売業
者への補助金を支出。債務調整に資するよう、また借入金
依存度を低下させ、経営改善を図ります。

3,000

39 継
※小型
地域公益事業

売上金の一部を地域福祉や体育振興などに寄与することを
目的とし、公共施設の改修やトイレのバリアフリー化など
の事業を行います。

10,000

※市場＝地方卸売市場事業特別会計、※小型＝小型自動車競走事業特別会計
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＜４５主要事業　　　３５１，２５３千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

1 新規 国勢調査事業
５年ごとに国内に居住するすべての人を対象に行われる国
勢調査を実施します。
調査期日：２７年１０月１日

26,396

2 継
山陽小野田市「かがく博覧
会」事業

山口東京理科大学と連携して、子どもたちの理科に対する
知的好奇心を喚起する催しをショッピングセンターで２日
間にわたり開催します。

500

3 継 学校施設屋上改修事業
経年により防水機能が低下している校舎の屋上を改修し、
雨漏りの防止と建物の延命化を図ります。

6,950

4 新規
学校給食共同調理場建設事
業

現在の給食施設が抱える衛生面、老朽化の課題を解決す
る、学校給食衛生管理基準に適合した新しい共同調理場を
建設するため、平成２７年度に用地取得や工事に向けた基
本・実施設計などを行います。

143,424

5 新規
知的障害特別支援学級設置
事業

小野田地区の５つの小・中学校に知的障害特別支援学級を
設置するための教室改修や教材備品等の整備を行います。

2,478

6 継 指導主事配置事業
指導主事の配置により、学校への訪問指導を中心に、活用
型授業の推進を図ることで、児童生徒の学力向上と教職員
の授業力向上に努めます。

36,000

7 継
特別支援教育支援員配置事
業

小・中学校で特別な支援を必要とする児童生徒が在籍する
学級に対し、学習支援と学級運営の安定化を図るため、特
別支援教育支援員を配置します。

6,567

8 継 教育課程の特例関連事業

「生活改善・学力向上プロジェクト」では、市内全小・中
学校において、平成18年度から、学校でのモジュール学習
と家庭の生活習慣改善を進めています。この取組を今後も
継続して、子ども達の「生きる力」の土台づくりに努めま
す。

1,100

9 継 こども市民教育推進事業

本市の特色や公共の仕組み等を子どもたちに理解してもら
うため、市役所職員が行っている様々な内容の出前講座等
を市内小・中学校で授業の一環として実施し、市民教育の
更なる推進を図ります。

100

10 継 英語教育推進事業

外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながらコミュ
ニケーション能力の素地を養うため、外国語指導助手（Ａ
ＬＴ）を市内の小中学校へ定期的に配置します。平成27年
度は、ＡＬＴの体制を見直すことにより、学校へ配置日数
を増やし、長期的な視点に立った英語教育を推進していき
ます。

4,800

第５章 人が輝く心豊かなまちづくり
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＜４５主要事業　　　３５１，２５３千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

11 継 学校司書配置事業

市内の小・中学校全校に学校司書を配置し、学校図書館が
持つ情報センターや学習センターとしての機能を強化する
とともに、児童生徒の読書の習慣化と学校図書館の利用促
進を図ります。

34,057

12 継
スクールソーシャルワー
カー緊急派遣事業

市内小中学校におけるいじめ、不登校、暴力行為、児童虐
待等の生徒指導上の諸課題に対応するため、社会福祉関係
等の専門的な知識・技能をもつ人材を活用し、児童生徒自
身や児童生徒の置かれた様々な環境に働きかける支援体制
を整備します。

1,315

13 新規
小学校タブレット端末整備
事業

国の「教育のＩＴ化に向けた環境整備４か年計画」に基づ
き、ＩＴ化に即した多用な授業を展開していくため、市内
全小学校のパソコン教室にタブレット端末を整備します。

2,784

14 新規
コミュニティスクール運営
推進事業

保護者、地域住民、学校、教育委員会が密に連携し、定期
的な情報交換・情報共有・協働の推進を図り、地域と一体
になった学校運営を発展させるため、学校運営協議会を設
置して、コミュニティスクールを推進していきます。

100

15 継 いじめ防止対策推進事業
いじめ防止等の対策を総合的かつ効果的に推進するため、｢
いじめ防止基本方針｣を策定し、本市の実情に応じた組織的
ないじめ防止の取組を進めて行きます。

96

16 継 放課後子ども教室事業
学校外の居場所づくり事業として、平成20年度から始ま
り、平成24年度からは山陽地区のすべての小学校で実施し
ています。小学校、公民館等で月２回程度実施します。

2,373

17 継 学校支援地域本部事業

配置されたコーディネーターが、学習支援、登下校の見守
り活動、庭木の剪定、花壇整備などの学校のニーズを把握
し、地域の人材バンクからボランティアを派遣する制度。
コミュニティスクールの導入に併せて、「地域とともにあ
る学校づくり」を一層、推進していきます。

5,364

18 継 きらら交流館施設改修事業

利用者に快適に利用してもらうために施設の維持管理及び
改修を計画的に行います。平成２７年度は、トロン温泉シ
ステムメンテナンス、喫煙所システム、レストランのエア
コン改修工事などを行います。

5,671

19 継 文化財の保存整備事業
市指定文化財「ハマセンダン」の保護を継続する他、塚の
川古墳公園の進入路や大判山古墳石棺を補修します。ま
た、倒壊のおそれのある勘場屋敷の蔵を解体します。

2,827

20 新規
世界ジャンボリー開催関連
事業

平成27年7月28日から8月8日まで山口市阿知須きらら浜
において実施される「世界ジャンボリー」期間中に、スカ
ウトが県内全市を訪問するため、本市が企画する「地域プ
ログラム」を通じて交流事業を実施します。

2,174

21 新規
新市誕生10周年記念事業
「花いっぱい運動」

広く市民にひまわりの種を無料配布し、採種した種子を善
意で返却していただくことで、１０周年後も花を通じて市
民のつながりを生み出し、次代の緑化活動に繋げていきま
す。

108
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＜４５主要事業　　　３５１，２５３千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

22 新規
新市誕生10周年記念事業
「ぐるーっと山陽小野田
ウォーク」

合併10周年を迎える旧市町の風土、歴史、自然など相互理
解を深めるため、市内を３回に分けて「ぐるーっとウォー
ク」し、市民の一体感、郷土愛の醸成を図ります。

150

23 新規
新市誕生10周年記念事業
「幕末の女（ひと）と男
（ひと）山陽小野田編」

平成27年の大河ドラマ「花燃ゆ」の放送により改めて幕末
の長州が注目されることになることから、幕末・維新期に
活躍した山陽小野田ゆかりの人々にスポットを当てた特別
展を行います。第1弾「男たちの決意」第2弾「もう一つの
花燃ゆ」

950

24 継 ガラス文化推進事業

平成27年7月4日から8月23日まで、おのだサンパークに
おいて第６回現代ガラス展in山陽小野田を開催する。合併
１０周年と重なる今回は、検討段階から若者の意見を取り
入れるなど、これまでよりスケールアップした企画を予定
している。

5,300

25 新規
きららガラス未来館維持整
備事業

ガラス溶解炉等の負荷の多い箇所から随時更新し、計画的
に修繕を行う。また、外壁についても、劣化しているた
め、修繕を行う。

4,019

26 新規
新市誕生10周年記念事業
「ＮＨＫ公開番組のど自
慢」

新市誕生10周年を記念して、ＮＨＫの人気番組「ＮＨＫの
ど自慢」の公開収録と全国生放送を行い、市民に楽しんで
いただくとともに市の魅力を全国に発信します。

260

27 新規
新市誕生10周年記念事業
「セルゲイ・ナカリャコ
フ・リサイタル」

新市誕生10周年を記念して、市の一体感の醸成を図るた
め、世界の一流アーティストによる華やかなクラシックコ
ンサートを実施します。
トランペット；セルゲイ・ナカリャコフ
【開催日】平成27年7月5日（予定）

3,520

28 新規 絵画展開催事業
絵画展を開催することで、地元の画家に作品の発表の場を
設けるとともに、市民に芸術に触れる機会を提供する。

307

29 継 主催文化事業
「文化振興推進事業」

市民が文化に触れる多様な機会を提供します。
（主な事業）
・市民参加型事業：ピアノマラソン大会、少年少女合唱祭
・山口県交響楽団演奏会
・文化ふれあい事業：「歌舞伎公演」
・アウトリーチ事業

5,039

30 新規
主催文化事業
「歌ごえコンサート」

市民に気軽に文化芸術に触れていただき、文化に親しんで
いただくために、会場が一緒になって楽しいひとときを過
ごせる「市民参加型コンサート」を実施します。
ゲスト；ボニージャックス

1,810

31 新規
主催文化事業
「展覧会事業」

美術分野における鑑賞機会の充実を図るため、優れた俳
優・演出家であり画家でもあった米倉斉加年氏の遺作原画
展を開催します。

1,000

32 新規
主催文化事業
「サンタクロース派遣事
業」

フィンランドから本場のサンタクロースを招き、市内の子
どもたちとの交流を図ります。

200
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＜４５主要事業　　　３５１，２５３千円＞ （単位：千円）

No
新規
・

継続
事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要 予算額

33 継 文化会館改修事業
芸術文化振興のための良好な施設環境維持のため、文化会
館の音響設備及び中央監視装置の必要な改修を行います。

3,611

34 新規
新市誕生10周年記念事業
「ＪＦＡこころのプロジェ
クト「夢の教室」事業」

各スポーツ競技の現役選手やＯＢ／ＯＧを夢先生として、
市内の中学校に派遣して、「夢教室」という授業を行うこ
とで、目標に向かって努力する前向きな心を養っていく。
対象：中学二年生（市内全クラス）

3,083

35 新規
レノファ山口とのパート
ナーシップ事業

山口県唯一のプロスポーツチームであるレノファ山口を活
用して、スポーツによるまちづくりと市民の一体感を醸成
するため、選手・監督に保育園や社会福祉施設への訪問な
どを行ってもらう。

360

36 継
山口県立おのだサッカー交
流公園運営協会支援事業

スポーツによるまちづくりを推進するため、県立おのだ
サッカー交流公園の指定管理者である運営協会が適正に管
理できるように負担金を支出します。

20,434

37 継 生涯スポーツ推進事業
生涯スポーツを推進するため初心者向け各種スポーツ教室
や市民ハイキングの開催等を行います。

1,410

38 継 ふれあいスポーツ推進事業
市民ふれあいスポーツ大会、市民マラソン大会の開催、高
校サッカーフェスティバル等への支援等を通じて、人と人
とのふれあい、地域間交流を促します。

3,660

39 継 団体・指導者育成支援事業
体育協会への運営補助、スポーツ少年団本部業務、スポー
ツ推進委員の育成支援等を通じて健全なスポーツ振興を図
ります。

1,199

40 継 スポーツ推進計画策定事業
スポーツ基本法第4条により、市はスポーツに関する施策
を策定し、実施する責務を有することが定められたことか
ら、スポーツ推進計画を策定します。

406

41 新規 体育施設改修事業

体育施設の維持管理のための修繕等を行います。
・アーチェリー場防矢ネットの更新
・柔剣道場高所窓開閉ハンドル等更新
・市民体育館非常用発電装置切替回路更新工事
・岡石丸運動広場サッカーゴール１対の更新

3,401

42 新規 図書館運営見直し事業
かねてから昼間就労者からの要望の多かった中央図書館の
平日の開館時間を、現在の１８時から１９時に１時間延長
します。

483

43 継
子ども読書活動推進計画推
進事業

平成25年度に策定された子ども読書活動推進計画（第二次
計画）に基づき、新規事業等を計画的に推進していきま
す。

200

44 継
少年安全サポーター配置事
業

現在、心の支援員や青少年相談員を配置し、支援業務に対
応しているが、より困難な事例に適切に対応していくた
め、警察官ＯＢを配置し、学校内外の更なる安心・安全な
環境整備を図ります。

3,506

45 新規
山口東京理科大学公立化準
備事業

山口東京理科大学の公立大学法人への移管及び薬学部の設
置に向けた事務を行います。

1,761

41 第５章　人が輝く心豊かなまちづくり



★院内保育所運営事業

　＜院内保育所の概要＞

　　　名称　あさひ保育園 定員　２５人

　　　保育時間　７時から１９時まで（夜間保育は１９時から７時まで）

　　　保育料金　月額２５，０００円（食事、おやつ代別途） 一時保育１回２，５００円

★新病院医療機器及び備品整備

　　老朽化した医療機器更新等

２ 水道事業会計（予算総額　29億4,887万2千円）

　・第一送水管改良（宇部市黒石地内）

　・第二送水管改良（高天原～竜王山配水池）

　・新配水池新設（山陽地区）〔H26～28〕

　・鴨庄浄水場改修〔H26～28〕

　・老朽管(石綿管)更新

　・下水道移設に伴う配水管改良

３ 工業用水道事業会計（予算総額　3億7,081万2千円）

★建設改良事業

　・田辺線送水管改良

　・西部線送水管改良

１ 病院事業会計（予算総額　47億4,037万3千円）

★建設改良事業 １，３０４，８６８千円

７５，０８８千円

　平成２７年４月１日から山陽小野田市民病院敷地内（旧透析センター）において院内保

育所の運営を開始します。対象は、市民病院職員のほか、市内の医療機関に勤務する職員

の子どもとなります。夜間保育も実施することとしており、当初は週に１日でスタートし

ます。また、同時に３人以上保育する場合には３人目以降の保育料金は無料とします。

１６，８４８千円

６９，０００千円

公営企業会計
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